































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































明』書肆心水、二〇一四年六月〕、Musashi Tachikawa“A six Century Manual of Indian Logic ”





大 ≪因明入正理 悟他 ≫・ 澂≪因明入正理的 解≫（中 局、二〇〇七年八月〔 大 的
一九七〇年序、 澂的 一九八二年一月 春波整理〕）がある。




















Tang mingjun“Yin Ming因明 in Chinese Buddhism ”〔Yiu-ming Fung Editor“Dao Companion to 







宏（『因明大疏校 、今 、研究』七四五（ 旦大学出版社　二○一○年一一月）
























































































































































































































已宣少句義 爲＄始*120立方隅 其間*121理非理 妙辯*122於餘處
後藤　康夫104
*123明入正理論一卷*124
          永万二年 七 *125月廿六日書了執筆求菩提*126沙門信西
　　　　　　　　　　　　　　一交了
*１東大寺本１・２・３「 」、以下「＃」。同１のみは「∀」、同３のみは「＆」、同１・３は「∃」、
なお金剛寺本・東大寺本１・２・３は「∈」、金剛寺本・東大寺本１・３は「⊆」と表示する。大正
本「因」。敦煌本１闕落。なお、以降に敦煌本１が「 」の場合は「∂」、敦煌本２が「 」の場合は
「д」。
*２大正本「一卷」あり。
*３金剛寺本・東大寺本１・２・３・版本・大正本・敦煌本１「主」
*４東大寺本１・２・３・版本・敦煌本１「奉」なし、大正本「詔」あり。
*５東大寺本１「与」
*６敦煌本１なし。
*７版本「惟」以下「∩」と表示する。
*８東大寺本１・２・３「与」
*９大正本「總」敦煌本１「捴」
*10東大寺本１・２・３「為」
*11金剛寺本・東大寺本１・２・３・版本・大正本・敦煌本１「此中」
*12大正本（高麗のみ）は「性故」を「爲性」、敦煌本１は「爲性」
*13金剛寺本・東大寺本２・３・敦煌本１「随」
*14東大寺本２・３「為」以下「＄」と表示する。
*15東大寺本３「為」以下「α」と表示する。
*16東大寺本２・３・版本・大正本「無」以下「＊」、敦煌本１「無」以下「λ」と表示する。
*17敦煌本１「常」なし。
*18版本「徧」以下「Φ」と表示する。
*19「 =」原本で誤字を抹消し訂正している。以下同様。
*20「品異品」敦煌本１なし。
*21大正本・敦煌本１・２「説」以下「∫」と表示する。
*22東大寺本１「謂」あり。
*23「處無其」敦煌本１なし。
*24「空等此中所」敦煌本１なし。
*25金剛寺本・東大寺本１・２・３・版本・大正本・敦煌本「勤」、文脈上「勤」が正しい字。
*26敦煌本１「問」
*27大正本「性」、敦煌本「於同品」なし。
*28版本・大正本「性」
*29金剛寺本・敦煌本１「无」、大正本「性」あり。
*30東大寺本３・大正本「無」以下「∠」と表示する。
*31「於是處顯因同」敦煌本１なし。
*32大正本「決」以下「∬」と表示する。
*33「遍非有謂若」敦煌本１なし。
*34金剛寺本「見」
*35東大寺本２これ以降「對聲顯論隨一不成於霧等性起疑惑時～無質礙性於虚空等有於」が続いており前後
文章錯簡している。
*36版本「因」あり。
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*37版本・大正本「隨」あり。
*38金剛寺本・東大寺本１・２・３・版本・大正本・敦煌本１「與」
*39東大寺本２・版本「敎」
*40金剛寺本「相」なし。
*41敦煌本１「相」なし。
*42東大寺本２・３・版本「敎」
*43金剛寺本・東大寺本１・２・３・敦煌本２「菟」
*44敦煌本１は「説言」が「言説」
*45東大寺本２・版本・大正本・敦煌本２「淨」
*46敦煌本１は「母是」が「是母」
*47敦煌本１「仏」、以下「ω」と表示する。
*48敦煌本１「我」なし。
*49東大寺本１・２・３「為」
*50版本・大正本「縁」以下「縁†」、敦煌本１「勝」
*51金剛寺本「違」
*52東大寺本３・版本・大正本「無」以下「∇」と表示する。
*53金剛寺本・東大寺本１・２・３・敦煌本１「似」なし。
*54金剛寺本・東大寺本２・３・版本・大正本・敦煌本１・２「與」
*55版本・大正本「隨」
*56敦煌本１「不」なし。
*57版本・大正本「隨」
*58東大寺本１・敦煌本２「或」
*59敦煌本２「務」
*60東大寺本３「猶豫不成」本文外にあり。敦煌本１「成」なし。
*61版本「德」
*62敦煌本１は「一分轉」が「遍轉一分轉」。
*63敦煌本１「云」
*64敦煌本１は「常无」が「無常」
*65東大寺本１・版本「以」あり。
*66東大寺本３「等」あり。
*67金剛寺本・東大寺本１・２・３・版本・大正本・敦煌本１・２「彼」あり。
*68東大寺本３・大正本「無」
*69敦煌本１は「以瓶等」が「瓶等以」
*70金剛寺本「无」なし、・東大寺本２・版本・大正本「無」
*71東大寺本３・版本・大正本「無」、敦煌本２「无」のあとに更に「無」あり。
*72東大寺本３「碍」
*73版本「立」なし。
*74金剛寺本「言」あり。
*75大正本「性」但し大正本底本は「相」
*76金剛寺本「相」なし。
*77敦煌本２「等」なし。
*78金剛寺本「相」なし。
*79敦煌本２「相違法差別」闕落。
*80敦煌本２「積聚性故如 」闕落。
*81大正本「臥」以下「¶」と表示する。
*82敦煌本２「等必爲他用如」闕落。
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*83東大寺本１・２「為」
*84版本「德」以下「β」と表示する。
*85金剛寺本・大正本・敦煌本２「與」
*86敦煌本２「縁」
*87金剛寺本「立」
*88東大寺本２・３「碍」
*89金剛寺本「礙」なし、東大寺本２「碍」
*90金剛寺本・東大寺本１・２・３・版本・大正本・敦煌本２「彼」、文脈上「彼」が正しい字。
*91金剛寺本・東大寺本２・３・版本・大正本・敦煌本２「諸」、東大寺本１「 」の横に「諸イ」、文脈上
「諸」が正しい字。
*92東大寺本２・３・版本「碍」
*93東大寺本２・３「碍」
*94金剛寺本「欲」
*95東大寺本３「非有」を抹消して横に「无空」、大正本「無空」
*96金剛寺本「倶」
*97敦煌本２「謂」
*98金剛寺本「作所」
*99東大寺本３「孝」
*100金剛寺本「等」あり。
*101敦煌本２「不」なし。
*102底本は「二」上覧にあり。金剛寺本・東大寺本１・２・３・版本・大正本・敦煌本２「比二」
*103東大寺本１「有」なし。
*104敦煌本２「知」
*105金剛寺本「而」なし。
*106金剛寺本「現量言比量者謂籍衆而觀於義相有三種」あり。
*107金剛寺本「大」
*108金剛寺本「一」あり。
*109金剛寺本「謂」大正本「説」
*110金剛寺本「諸」、東大寺本１「初」の横に「諸イ」
*111東大寺本３・版本「减」以下「￡」と表示する。
*112大正本「立」、文脈上「立」は誤植。
*113敦煌本２「立」
*114東大寺本１「立」なし。
*115金剛寺本「礙」あり。
*116版本「 溝」
*117東大寺本３「於」なし。
*118金剛寺本「於」あり。
*119金剛寺本「有過喩」なし。
*120金剛寺本「如」
*121敦煌本２「聞」
*122東大寺本３「弁」、版本「辨」
*123東大寺本２・大正本・敦煌本２「因」
*124金剛寺本「一巻」なし「一交了」あり。東大寺本１「勝論師立六句義一實二德三業四有五同異六和合
/復代惠月論師立十句義如十句義論中立以實解云諸法躰/實是徳等所依二徳解謂實通徳也三業解云謂動作
是/實家業四同解云躰遍實等同有名同五異解云唯在實/上令實別異六和合解云謂与 法爲生至因七有能解
云謂/實等生自果時由此有能助方生八无能解云謂遮生餘/果九倶分解云謂性遍實徳等亦同且異故名倶分十
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无 /解云謂 无也實句義云何謂九種實名實句義何者爲九一地/二水三火四風五空六時七方八我九意是爲
九實/數論師立廿五諦義言廿五諦者一我彼計常我以思爲躰/性但是受者而非作者余廿四諦是我所是我之所
受用二自性以薩埵刺闍答摩爲躰且名苦樂癡且名憂/喜晴此猶如我之臣佐我欲得受用境時即爲我變未變之
時/谷經自性故名自性三從自性生大謂我思量欲得受用諸境/界時三法即知動轉之時其躰大故名之爲大四
從大生我執謂/ 彼我故名我執五從我執生五唯量謂色聲香味觸是/前爲九六從五唯量生五大謂地水火風空
是前爲十四謂/色能生火以火赤色故聲能生空以空中有聲故香/能生地以地中多香故味能生水以水中多味故
觸能/生風以風能觸身故七從五大生十一根謂眼耳鼻舌身意/手足大便處小便處語具即完舌足前爲廿五」あ
り末文に「明應六年十四　於南都東大寺勸學院/書写畢 照範」。東大寺本２「一巻」なし、末文に「宝
永三年卯月二日書写畢 法印權大僧都晃海行年/五十三」あり。東大寺本３「一巻」なし。版本・大正本
「因明入正理論後序」あり。敦煌本２「卷」
*125破損しているが「七」と判読できる。
*126底本「 / /ヽ」略附合表記。
付記：科研18H00609に関する研究成果の一部である。 
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